
                              

 

企業（事業所）各位 

      鈴鹿市 

      稲生高等学校 

      石薬師高等学校 

      飯野高等学校  

      鈴鹿高等学校 

 

インターンシップ（就業体験）の受入れ協力依頼の趣意書 

 

時下、益々御清祥のこととお喜び申し上げます。平素は、高校生の就職にあたり格別の御理解と御協力

を賜り深く感謝申し上げます。 

さて、本市及び主催４校では、「事業所における就業体験を通して、働くことの喜びと厳しさ、さらに

職業人としての心構えを学習させる。」という趣旨のもとにインターンシップ（就業体験）を計画し、現

在受入れ可能事業所の開拓と御協力をお願いしているところです。 

就職・就業をめぐる環境の変化等の中で、若者の勤労観、職業観が変化し、社会人、職業人としての基

礎的、基本的な資質を高校生に身に付けさせることが社会における課題となっています。そこで、「働く

こと」への関心・意欲を高めるため、教科・科目、総合的な学習の時間、または特別活動等の中で、職業

や進路などのキャリアに関する学習の機会を充実し、学校段階でのキャリア教育の推進が一層求められて

います。学校教育におけるインターンシップ導入の背景にはこのような事情があります。 

またインターンシップには、次のような教育上の意義があると言われています。 

 

① 実際の職業現場における体験を通しての知識や技術・技能に触れる事が可能となるとともに、学校に

おける学習と職業との関係についての生徒の理解を促進し、学習意欲を喚起するなど、学校における教

育内容・方法の改善・充実に資することができる。 

② 生徒が自己の職業適性や将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択の能力や高い職業

意識の育成が促進される。 

③ インターンシップでは、日頃経験することの出来ない貴重な職場内での人間関係の中で、異世代と

のコミュニケーション能力の向上が期待できる。 

 

このようにキャリア教育の一環として、インターンシップの実施は大きな期待を寄せられています。 

文部科学省では、平成 20 年１月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善について」において、新しい学習指導要領でのキャリア教育の充実が

求められました。更に、平成 20 年７月１日には「教育振興基本計画」が閣議決定され、「関係府省の連

携により、キャリア教育を推進する」ことが挙げられ、平成 21 年３月にはそれらの内容に基づいて高等

学校学習指導要領が改訂されました。また、平成 23 年１月には中央教育審議会答申「今後の学校におけ

るキャリア教育・職業教育の在り方について」において「社会人・職業人としての自立が迫られる時期で

ある高等学校におけるキャリア教育の充実は、喫緊の課題である」と述べられています。 

そのため、本市におきましても、令和 6年度より、「鈴鹿 de はたらこっ！プロジェクト」を創設し、

本市をはじめ、鈴鹿商工会議所、市内企業、県内高等教育機関、市内高等学校等と連携し、雇用施策に係

る種々のプロジェクトを実施しております。その中で、インターンシップにつきましても、本プロジェク

トの一環として、市内高等学校と連携の上、展開しております。 

 経済情勢が厳しい中、まことに恐縮ではありますが、以上の趣旨を御理解の上、何とぞ令和８年度イン

ターンシップ事業への御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 



【実施内容】（例：実施日３日間の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例ですので、参考にしていただければと思います。 

 

【基本の実施時間】 

現地集合 就業時間帯 反省、整理、実習日誌記入時間帯 現場解散 

8：40 9：00～15：00 15：00～15：30 15：30 

 

★問 合 せ ＜企業募集について＞ 

鈴鹿市 産業政策課（担当 山田・沢田） ℡ 059-382-8698 

      鈴鹿商工会議所（担当 森）       ℡ 059-382-3222 

 

      ＜インターンシップの実施について＞ 

稲生高校（担当 南）           ℡ 059-368-3901 

石薬師高校（担当 權部）         ℡ 059-374-5235 

飯野高校（担当 長谷川）         ℡ 059-383-8756 

鈴鹿高校（担当 鏡）          ℡ 059-378-0307 

 

 

 

１日目午前：オリエンテーション 

インターンシップの意味や、企業（事業所）の業務内容、今後のスケジュールや、仕事に従事する

にあたっての注意点などの説明。 

 

 １日目午後：座学  

職種別の近年の動向や、企業（事業所）の歴史、事業内容などを座学により説明。 

 

 

 ２日目終日、３日目午前：職業体験 

企業様に負担のない程度での仕事体験。 

 

３日目午後：社会人としてのマナー教育・オリエンテーション 

挨拶、報連相の大切さ、電話応対、名刺交換など社会人としてのマナー教育。 

仕事をしてみてどうだったかや、将来社会人としての在り方などのディスカッションなど。 

 

問合せ先 

鈴鹿市産業振興部産業政策課 

雇用経済政策Ｇ 山田・沢田 

Tel：059-382-8698 

メールアドレス：sangyoseisaku@city.suzuka.lg.jp 


